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2004 年 3 月　私立関西高等学校商業科卒業
2004 年 4 月　日本体育大学大学体育学部体育学科入学
2008 年 3 月　日本体育大学大学体育学部体育学科卒業
2008 年 4 月　株式会社コナミスポーツクラブ入社
2014 年 4 月　日本体育大学大学院体育科学研究科博士前期課程（コーチング学専攻）入学
2016 年 3 月　日本体育大学大学院体育科学研究科博士前期課程（コーチング学専攻）修了
2018 年６月　コナミスポーツクラブ退社
2019 年 5 月　沖口まこと体操クラブ開業
【競技歴】
















































































































































































合選手権で 2 日間の個人総合合計，上位 12 位に
入ることが条件だった．当時の私は，ナショナル
強化選手に選出されたことはなく，大学 3 年生で



































































































































30 歳まで 22 年間体操を続け，引退後は所属先
であったコナミスポーツクラブのジュニア体操指
導者として兵庫県西宮市で 2 年間勤務した．
その後はコナミスポーツクラブを退社し，2019
年 5 月に，大阪府吹田市で子供を対象とした自身
の体操クラブを始めた．始めようと思ったきっか
けは自身の経験が大きく関係している．仲間の存
在・気持ちの変換・基本力・経験や覚悟など，多
くの大切なことを体操競技を通じて学ぶことがで
きた．その経験を子供達に伝えたいと強く感じた
からである．子供達には，体操を楽しむこと，失
敗しても良いからまずは挑戦してみること，でき
た達成感を感じ自分に自信を持つことの大切さな
どを伝えていくとともに，子供達の将来の可能性
を広げられるような指導を心がけている．また，
関西大学器械体操部のコーチとして大学生の指導
も行っており，体操界の普及と強化の両面で貢献
したいと考えている．
5．後輩に一言
私の体操競技人生は，決して平坦はものではな
かった．怪我も多く，大きな壁に何度もぶつかる
たびに挫折を感じることさえあった．振り返って
みると，どの経験も今の自分にとっては素晴らし
いものだったと思うが，当時は気付くことに時間
がかかっていた．競技人生の中で数えきれないほ
どの経験をし，たくさんの人と出会い，多くの人
に支えていただいたからこそ今の自分がある．そ
の経験の何か 1 つでも欠けていたらオリンピック
には出場できていなかったと感じている．
後悔の残らない人生を歩むためにも，全ての人
に感謝の気持ちをもって日々を過ごし，出会いを
大切に，最後まで自分の可能性を信じて何事にも
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挑戦し続けてほしい．
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